この 旗 奪の 夜の 怪異 は、 今から 考えて みると 実在の 

怪異で あつたか、 それとも 怪異の 恐怖の 中から 創作し 

たもので あつたか、 それ はどう も はっきり しないが、 

その後に あった 一 つの 怪異 は 実在の もので、 老媼 茶話 

の 中に でも ありそうな 話で あるが、 それ は 後に なって 

人間の 巧智の 所産で ある ことが 判った。 それ は 私が 十 

二三のと きのこと であった が、 村の 人家の 北側に なつ 

た 山の 麓に 清 導 寺と 云う 寺が あって、 其処の 住職に 対 

する 批評 を 何人が する ともなし にし だした の を 聞いた- 

その 寺 は 肉食 妻帯の 寺で その 住職に は 妻子が あった。 

「あんな なまぐさ 坊主 は、 法力が ないから、 あんな 山 
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